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筋ジストロフィーという病気があります。全身の筋

肉が徐々に衰えてゆく進行性の病気です。歩いたり

手で何かを持ち上げたりということが難しくなるだけ

でなく、自分の体を保持することも出来ません。一日

の大半をベッドで過ごし、移動するときは車椅子に

乗ります。やがて病気が進行すると心臓や呼吸器官

を動かす筋肉が弱まり、生命を維持することに大変

な努力が必要な難病です。 

市内鯨波に生まれた佐藤伸夫さんは、この病気

と闘いながら人生を歩んできました。2歳で筋ジストロ

フィーと診断され、地元中学校を卒業後、千葉県四

街道市の下志津病院で入院療養。21歳で退院した

後は柏崎に戻り、国立療養所（現国立病院機構新

潟病院）での通院生活を送りました。 

佐藤さんの生きる原動力は、絵を描くことです。

現在67歳を迎えた佐藤さんは、「物心がつく頃から

絵に親しみ、ふと気がつくと、夢中で絵を描いて」い

たそうです。これまで何回か絵画展が開かれ、私も

その作品群を拝見してまいりました。青年時代の絵

に自画像があります。暗めの色調に生真面目な雰

囲気の男性が描かれています。人物の背後にある

深い悲しみや人生の不条理をあぶりだしているよう

です。その悲しみは、自分自身が病気を背負ってし

まったことに由来するものでもありましょうが、病気を

理解してもらえない苛立ち、人間や社会に対する憎

悪にも近い感情をも現わしているのではないかと思

わずにいられませんでした。 

不思議な質感を持つ絵画世界を展開しつつ、

「描くことは生きること」をテーマに活動を続け、最近

は水彩画を発表していらっしゃいます。先日、市展

に出品する作品の画像データを頂戴しました。みず

みずしいブルーを基調に、お兄さんの恒夫さん、同

じ筋ジストロフィーを背負って生きていらっしゃる中

学二年生の友人 藍士（あいと）君とご本人とが黄・

碧・赤の図形で表現されています（下右の図）。互い

に信頼し連帯してゆく姿が感じられ、画家・佐藤伸

夫の一つの到達点であろうかとも思います。 

伸夫さんの兄、恒夫さんも芸術的なセンスに恵ま

れ、写真や絵画で想いを表現しておられます。軽度

の知的障がい者でもある恒夫さんは、直観的に世界

をとらえる力がすぐれていて、伸夫さんとは違う持ち

味で観る者を惹きつけます。精力的に作品を生み

出し、最近は色紙に日々の出来事を墨書して、その

数は日ごとに増えています。 

この度、9月13日（水）～18日（月）の日程で柏崎

文化会館アルフォーレ・マルチホールで「佐藤恒夫・

伸夫 二人三脚展」が開催されます。上記の上野藍

士君の作品の特別展示もあります。興味を引かれた

方は、どうぞ足を運んでいただき、三人の世界にふ

れて頂けたらと思います。 

佐藤さんのこと 



今回で3回目となります「いすヨガ」を開催し

ます。講師はこれまで同様、岩崎なぎさ先生を

お迎えします。ゆったりと穏やかな雰囲気の満

ちるひと時です。いすに座って体をほぐしてゆき

ますので、動きやすい服装でお気軽においでく

ださい。 

期日：9月23日（土） 

時間：10時～ いすヨガ 

11時～ 彼岸会法要 

終了後、散会 

（おときはありません） 

秋季彼岸会 with いすヨガ 大般若法会 
檀信徒皆様の幸せを願う祈祷（きとう）法要で

す。法要後、祈祷したお札をお配りいたします。 

なお、古いお札は本堂正面の箱の中に入れて下

されば、お寺でお焚き上げさせていただきます。 

例年どおり焼きそばとコーヒーの振舞いをした

いと思います。お手伝いしていただける方を募集

しております。 

期日： 10月9日（月・祝） 

時間： 12時～   焼きそば 

     13時半～ 法 話 

       新潟市秋葉区              

         久昌寺住職 中野睦宗老師 

     15時～   大般若祈祷 

     16時～   慰労会 

開山忌 
若手のお寺様方の研修を兼ねて開山忌を厳

修いたします。また、今年は25世随応好信大和

尚様の後妻 ミヨ様の17回忌に当たり、光伴（こう

ばん※）法要としてお勤めいたします。 

期日：11月2日（木） 

時間：10時30分～ 法要 

12時～    おとき 

※光伴：御開山様の法要に光臨を請い願いご相伴い

ただくこと。昔、貴人を光にたとえ、敬いの気持ちを表す

意味で「お出でいただくこと」を「光臨（こうりん）」と呼んだ。

光臨は、今日では結婚式などの招待状に用いられる。 

団参旅行 
かねてよりご案内しております団参旅行、今

年は東京方面を目指します。初日に国立博物

館の運慶展を拝観し、二日目は靖国神社を参

拝いたします。靖国神社からほど近い遊就館は

特攻隊員たちの手紙や遺品を収めた展示館で

す。隊員たちの声なき語りかけは、声高に主張

することなく、戦後教育の中ですっぽりと抜け落

ちている部分を補ってくれることでしょう。 

期日：11月12日（日）～13日（月） 

申し込み締切：10月10日 

夏の暑さも一段落つき、朝晩は寒いくらいの気候となりました。収穫の秋ですが、同時に行事の秋です。

この季節、お寺も行事満載です。それぞれご予定があることと思いますが、お寺へも足を運んでいただけた

らと思います。 

秋の行事案内 

山内整備 

9月30日、午前8時30分から今年第二回目の山内

整備を行います。毎回、大勢の皆さんからご協力をい

ただき心より感謝申し上げます。 


